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１．当第１四半期の経営成績

①全般の状況

・売上高
・営業利益      
・経常利益
・四半期純利益      
・１株当たり四半期純利益

・

・

・

（注）四半期推移のｸﾞﾗﾌの横軸の項目の表記は、決算期と四半期別を表しております。
　例：「H17/1Q」は、平成17年3月期の第1四半期（当第1四半期：16年4月1日～同6月30日）を、同様に「H16/1 Q」
は、平16年月期の第1四半期（前第1四半期：平成15年月1日～同6月30日）を意味します。

（１）経営成績、財政状態及びキャッシュ・フローの状況 

当四半期は、前年度に引き続きデジタル家電を中心とした製造業の業況の改善が見られ、アテネ
五輪に焦点を合わせたデジタル家電販売をけん引役として個人消費にも部分的に明るさが戻って
まいりました。

そうしたなか当社グループでは、エレクトロオプティクス部門では、デジタル家電の好調をけん
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②部門別の状況

（１）情報・通信分野 売上高 ： 429 億 7千4百万円 （前年同期比、38.5 ％増）

○エレクトロオプティクス 売上高 ： 400 億 8千7百万円 （前年同期比、33.9 ％増）

○ホトニクス 売上高 ： 28 億 8千7百万円 （前年同期比、164.1 ％増）

エレクトロオプティクス

・

・

・

・

ホトニクス

・ 前期末までエレクトロオプティクス部門として売上計上しておりましたHOYA CANDEO
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（２）アイケア分野 売上高 ： 305 億 6千8百万円 （前年同期比、 2.0 ％減）

○ビジョンケア 売上高 ： 228 億 6千2百万円 （前年同期比、 5.9 ％減）

○ヘルスケア 売上高 ： 77 億 6百万円 （前年同期比、 11.7 ％増）

ビジョンケア

・

・

・

ヘルスケア

・

・

その結果、部門全体でも前年同期に比べて売上は減少しました。

眼内レンズ（ＩＯＬ）は、軟性（ソフト）ＩＯＬが国内外で好調に推移し、前年同期に
比べて売上が増加しました。
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４．四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ４．四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ４．四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ４．四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円未満切捨）

当第１四半期 前第１四半期 前第４四半期
期    別
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[退職給付に係る注記]
（単位：百万円未満切捨）

１． 当社グループの採用する退職給付制度

２． 退職給付債務等の内容

(1) 退職給付債務及びその内訳
該当事項はありません。

(2) 退職給付費用の内訳 当第１四半期 前第１四半期 前第４四半期
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（３）セグメント情報 
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（注）
１． 当第１四半期の事業区分の方法及び各区分に属する主要製品及び役務の名称

分　　野 事　　業








